



















































































































































































【効用 1 】 授業の振り返りを通じて、知識の定着や理解の
確認が進む。















































































































　対話ジャーナルの効用について 3 （ 1 ）①で述べたが、そうした効用を果たして
学生はどのように感じ、自身の成長として受け止めているのか、グループインタビュー
を試みて効果検証を行った。インタビュー対象は共通科目「思考技術基礎」を 2018
年秋学期に履修した 1 、 2 年生 13 人である。内訳は男子 6 人、女子 7 人、学部は
文学部 7 人、教育学部 4 人、法学部 2 人である。この授業は LTD註2 と呼ばれる教
育手法を中心に、毎回、なんらかの協同学習を取り入れた初年次教育科目である。ま
た、13 人のうち 3 人が対話ジャーナルを用いた授業をこれまでに受講したことがあっ
た（受講したのは 3 人とも教育学部の「保育内容総論」）。
　インタビューは表 3 のとおり、 5 つの質問を尋ねる半構造化インタビュー方式を
採用した。担当教員への遠慮や教員からの誘導的な質問を排除するためにインタビュ
アーは筆者や森川ではなく、学内の PASS（Peer Assessment Support Staff）註3 の学

































































【効用 2 】。他人からコメントをもらうことにより「客観視してもらえる」（B 2 ）、「視






























































1 ～ 3 を確かにすることに力を注げば、自らの学びを内省しながら相手の学びに立
ち会う準備が整ってくるようである。
⑤　グループインタビューから見えてきた留意点
　前述のように、13 人全員が効用 1 ～ 3 という 3 つの効用を感じ取っていたが、
最初から 3 つの効用を感じ取れていたわけではない。グループ C では設問 4 の回
答時に、対話ジャーナルへの取り組みが「最初はイヤイヤのこともあった」（C 4 ）
と語られ、他のメンバーも「めちゃ、思っていました」（C 2 ）などと強く同意して






　すなわち、効用 3 が効用 2 の基盤を形成していたことがここでもわかる。また、








　第 1 に、効用 1 ～ 3 の基盤となる「否定をしない」「受容」「共感」という自信
































































註 1  　 筆 者 が 対 話 ジ ャ ー ナ ル を 知 っ た の は Barkley, Major & Cross（2006）











註 2  　LTD は Learning Through Discussion の略で「LTD 話し合い学習法」として




註 3  　PASS とは創価大学教育・学習支援センターが行っている授業改善支援サー
ビスの一つである。トレーニングを受けた学生が教員の要望に応じて、授業改
善のための情報を授業観察や受講生インタビューにより収集して提供する。
註 4  　筆者もかつて実践していたが、例外として、林（1994）が考案したラベル新
聞は学生相互の交流に開かれた振り返り活動である。
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主体的・対話的で深い学びを促す振り返り
A Case of Pedagogic Cooperation: How “Dialogic 
Journal” Promotes Students’ Proactive, Interactive, and 
Deep Learning
Kazuhiko SEKITA　Yumi MORIKAWA
　　The National Curriculum Standards have recently updated and emphasized to implement 
proactive, interactive, and deep learning from the perspective of active learning. To 
successfully realize such learner-centered learning, teachers need to encourage their students 
to “look back” their daily learning experiences and achievements. In this paper several tools 
for students’ reflection on their learning are introduced and examined, which are used in the 
first author’s classes. Particularly effects of Dialogic Journal are explained and investigated. At 
last, some remarks are discussed for elementary and secondary school teachers to conduct their 
daily practices for inducing students to reflect and appreciate their own daily learning 
experiences.
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